


食品安全基本法第１１条第１項第１号の食品健康影響評価を行うこ

とが明らかに必要でないときについて（既存添加物名簿から消除さ

れる添加物に係る成分規格及び製造基準の削除） 
 

 

１．経緯 

 
 ○ 食品添加物のうち、食品衛生法及び栄養改善法の一部を改正する法律（平

成７年法律第１０１号。以下「改正法」という。）の施行前から我が国にお

いて広く使用されており、長い食経験があるものについては、改正法附則

第２条第４項の規定により公示された「既存添加物名簿」（平成８年厚生省

告示第１２０号）に記載され、改正法附則第３条の規定により、例外的に

食品衛生法第１０条の規定を適用しないこととされている。 

 
○  今般、別添の５５品目については、販売の用に供されていないという使

用実態から、改正法律附則第２条の３の規定により、それらの名称を既存

添加物名簿から消除することとしており、これに伴い、これら５５品目の

うち「食品、添加物等の規格基準」（昭和３４年厚生省告示第３７０号）

において成分規格が設定されている２品目（Ｎ－アセチルグルコサミン及

びダンマル樹脂）及び製造基準が設定されている３品目（ニンニク抽出物、

ペパー抽出物及びワサビ抽出物）について、当該成分規格及び製造基準の

削除が必要となったものである。 

 
○  今回の成分規格及び製造基準の削除については、販売の用に供されてい

ない添加物の名称を既存添加物名簿から消除することに伴い、その規格基

準を改正するものであり、当該添加物の使用が見込まれないことから、健

康に及ぼす影響はないものである。 
 

 

２．今後の予定 

 

食品安全委員会の回答を受けた上で、「既存添加物名簿の一部を改正する

件」とあわせて「食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件」を公布す

る予定。 
 






